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旧式基礎を有する組積橋脚のL2耐震補強工法

羽矢洋　　峯岸邦行

　明治，大正時代に構築されたレンガ，石積みからなる橋脚は
依然多く残存し，現在でも列車荷重を直接受ける構造物として
供用されている。
　このような組積橋脚の基礎形式としては，柔らかい地盤中に
松丸太を打設し，その上にフーチングを構築した木杭基礎と呼
ばれる形式のものと，比較的良好な地盤上にべた基礎と呼ばれ
る段フーチングを構築した直接基礎形式が多数を占める。
　これらは一般的に旧式橋脚と呼ばれているが，概して耐震強
度は低く，そのため少しずつ補強がなされてきている。
　本報告は，このような旧式基礎を有する組積橋脚の耐震強度
特性に関する知見と基礎と補強躯体の強度バランスを考えた
L2耐震補強工法について紹介するものである。

（鉄道総研報告，2008年3月号）

斜杭基礎の水平抵抗特性と地震時動的挙動に関する解析・実験

出羽利行　　西岡英俊　　神田政幸　　山崎貴之　　丸山修　　青木一二三

　鉄道構造物では地震時の列車走行安全性を確保
するために，水平剛性が高い構造とすることや構
造物境界での不同変位を小さくすることが求めら
れる。地震時の走行安全性を向上させる一つの方
法として斜杭基礎に着目し，鉄道構造物への適用
性について，静的および動的非線形解析，ならび
に模型斜杭基礎を用いた静的載荷実験および振動
台実験により検討を行った。その結果，軟弱地盤
であるG4，G5地盤上のラーメン高架橋において，
5度程度と比較的小さな杭角度の斜杭基礎でも構
造物の等価固有周期を5～10％程度短縮でき，地
震時の列車走行性を向上できることがわかった。
ただし，斜杭基礎は杭に発生する曲げモーメント
やせん断力が増加する場合があることや杭の押込
み・引抜き降伏を生じさせないなどの留意点があ
ることもわかった。

（鉄道総研報告，2008年3月号）

図　杭角度をパラメータとした地震時応答の感度解析（静的非線形解析）
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図　RC巻き立て補強概要




